
　

秋
津
地
区
の
公
民

館
行
事
に
は
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。
地
区

運
動
会
・
綱
引
き
大
会
・
バ
ス
ハ

イ
キ
ン
グ
・
集
落
対
抗
球
技
大
会
・

地
区
文
化
祭
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
24
日
に
は
、
専
門
部
員
と

し
て
初
め
て
「
水
梨
子
沢
カ
タ
ク

リ
鑑
賞
会・勘
介
山
古
墳
学
習
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
地
区
内
外
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
て

驚
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
積
雪
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
カ
タ
ク
リ
の
花
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
ず
残
念
で
し
た
が
、
時
期

的
に
こ
の
鑑
賞
会
で
は
お
目
に
か

か
れ
な
い
、
イ
カ
リ
ソ
ウ
・
イ
チ

リ
ン
ソ
ウ
・
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
な
ど

の
山
野
草
の
群
生
に
出
会
え
て
良

い
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

い
た
中
で
、
今
年
は
氏
子
、
参
加

者
に
よ
り
人
力
だ
け
で
曳
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
正
直
大
変
で
し
た
が
、

と
て
も
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
天
高

く
立
つ
２
本
の
御
柱
と
、
こ
の
勇
壮

な
祭
り
を
、多
く
の
人
た
ち
に
見
て
、

体
験
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
お
祭
り
に
一
緒

に
参
加
で
き
る
こ
と
が
と
て
も
楽

し
か
っ
た
。
次
回
も
参
加
し
た
い
」。

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
の
方
か
ら
は
「
伝
統

あ
る
五
束
の
御
柱
祭
を
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
大
切
に
受
け
継
い
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
回
の
御

柱
祭
は
平
成
34
年
の
寅
年
開
催
！

皆
さ
ま
に
ま
た
お
目
に
か
か
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
」。

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
歴
史
あ
る
も
の
、
伝
統

あ
る
も
の
を
大
事
に
守
り
次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
、
関
係
者
の
方
々
の
ご
尽
力

に
敬
服
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が

私
た
ち
み
ん
な
の
使
命
で
あ
り
役

割
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

  （
飯
山
市
公
民
館
）

生
涯

学
習

No.14
平成28年（2016）6月15日発行
発行・編集：市民学習支援課

飯山市公民館 ☎ 62-3342
市立飯山図書館 ☎ 62-1118
飯山市美術館 ☎ 62-1501
いいやま女性センター未来 ☎ 62-0543
飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030
飯山公民館 ☎ 62-3342
秋津公民館 ☎ 62-2330
木島公民館 ☎ 62-0555
瑞穂公民館 ☎ 65-2501
柳原公民館 ☎ 62-5562
富倉公民館 ☎ 67-2136
外様公民館 ☎ 62-1029
常盤公民館 ☎ 62-3200
太田公民館 ☎ 65-4579
岡山公民館 ☎ 69-2010

だより

公民館報   NO.716
図書館だより　NO.444

飯山の遺跡

27  生涯学習だより / 16.6 26

　温暖な気候となり、縄文時代が
はじまると土器や弓矢が生み出さ
れ、人々の生活はそれまでとは大
きく変化しました。縄文時代の人々
は、森や川などの豊かな自然の恵
みの恩恵を受けて活動し、木の実
や山菜などの植物採集、弓矢によ
る狩猟、川での漁労を生業として
いました。
　動植物が豊富な飯山地方には、
縄文時代の遺跡が多くあります。
飯山市内の縄文時代の遺跡では土
器や石器のほか、千曲川に接した
遺跡からは軽石でつくられたウキ
や石を加工してつくられた錘など、
網漁を行なったと思われる道具も
出土しています。

縄文時代の道具

　
　

  

瑞
穂
公
民
館
＆
飯
山
市
公
民
館
共
催　
万
仏
山
山
開
き

飯山市公民館＆ふるさと館共催

▲東原遺跡（岡山）で出土した漁具

　
４
月
23
日
㈯
女
性
セ
ン
タ
ー
未

来
に
て
、
建
御
名
方
富
命
彦
神
別

神
社
高
橋
勸
宮
司
を
講
師
に
学

習
会
を
開
催
し
、
そ
の
起
源
や
歴

史
、
祭
礼
儀
式
な
ど
に
つ
い
て
学

習
し
て
か
ら
御
柱
祭
に
臨
み
ま
し

た
。
当
日
は
県
文
化
財
保
護
指
導

委
員
の
望
月
静
雄
氏
か
ら
説
明
を

受
け
た
り
、
実
際
に
体
験
し
た
り

と
、
本
当
に
中
身
の
濃
い
学
習
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
の
特
徴
は
、
信
州

最
北
端
の
御
柱
で
あ
る
こ
と
、

近
郷
全
体
の
祭
り
の
中
で
も
御

柱
曳
き
に
、
老
若
男
女
だ
れ
で

も
が
参
加
で
き
る
こ
と
で
す
。

当
日
は
２
㌧
も
あ
る
御
柱
を
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
と
一
緒
に
境

内
ま
で
曳
上
げ
る
体
験
と
併
せ

て
、
伝
統
芸
能
の
神
楽
を
含
め
、

た
く
さ
ん
の
神
事
の
奉
納
を
見

て
、
間
近
に
そ
の
魅
力
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
「
曳
上

げ
自
体
も
人
力
で
は
無
理
で
は

な
い
か
」 

と
い
う
意
見
も
出
て

御柱祭学習会
信
州
最
北
端
の
御
柱
を
体
験

みんなで御柱を曳上げます

同じ境遇の仲間と話し合い、共に学び、時にリフレッシュしながら自分なりの子育てに自信を持てるようになりましょう！
◆第１回：7月19日（火）10:00～11:45　
「一瞬で個性を見抜き伸ばす、らくらく子育て講座」～発達障害を疑う前に～
講師：荒井 忠幸 先生（小布施町栗が丘クリニックマネージャー・上級パーソナル診断士）
◆第２回：8月23日（火）10:00～11:45　
「好きな香りでオリジナルアロマスプレー作り」～効果はいろいろ♪癒し・美容・風邪予防etc～　　
講師：飯田 泰子 先生（ＪＡＡ認定アロマインストラクター）　
◆第３回【公開講座】：9月17日（土）13:30～15:00 
「大人が変われば子どもが変わる。子どもが変われば未来が変わる。」
講師：中村 文昭 先生（㈲クロフネカンパニー代表取締役）　
◆第４回：10月11日（火）10:00～11:45　
「気持ちスッキリお片付け！ママらくルール作り」～片付けたい！でも片付けられないあなたへ～　
講師：大島 千恵子 先生（㈱いちにこLife 代表取締役・片付けアドバイザー）   
◆第５回：11月８日（火）10:00～11:45　
セミナー生待望のＤＶＤ上映会がついに実現！「いつだって、うまくいく！～鏡の法則と心眼力の秘密～」　　
◆第６回：12月6日（火）10:00～11:45　
「子育てママのenjoyビクス♪」～そろそろ浮き輪はずしませんか!?体を動かすきっかけづくり～　　
講師：日野 文子 先生（エアロビクスインストラクター）   

飯山雪国大学 子育てセミナー     
テーマ～育児は育自～

会　　場：飯山市公民館
参  加  費 ：第 2回講座のみ材料費500円  その他は無料
定　　員：40名 ( 定員になり次第締め切ります )
託　　児：希望者は事前にお申込みください   ※おやつ代 300円 ( 全 6回分 )  公開講座のみの場合50円
申込期間 ：６月 20日 ( 月 ) ～７月 6日 ( 水 )
申込み先：飯山市公民館　℡６２－３３４２

筆
者
紹
介

　
平
成
28
年
４
月
よ
り
秋
津
地
区

専
門
部
員
を
務
め
て
い
る
和
里
田

さ
ん
。
専
門
部
員
と
し
て
、
秋
津

地
区
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
！

　
　
　
　
　
　  （
秋
津
公
民
館
）

　
公
民
館
活
動
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
津
地
区
専
門
部
員　

和
里
田　

秀
樹

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

秋
津
に
は
、
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
自
然
が
残
っ
て
い
る
の
か
と
感

動
し
、
公
民
館
行
事
に
参
加
す
れ

ば
、
住
ん
で
い
る
人
も
知
ら
な
い

よ
う
な
「
新
し
い
秋
津
」
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
地
区
運
動
会
・
綱
引

き
大
会
。
８
月
に
は
地
区
球
技
大

会
。
10
月
に
は
、
飯
山
市
駅
伝
大

会
・
地
区
文
化
祭
。
年
が
明
け
る

と
飯
山
雪
ま
つ
り
と
イ
ベ
ン
ト
が

続
き
ま
す
。

　

今
回
参
加
し
た
、
カ
タ
ク
リ
鑑

賞
会
の
よ
う
に
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
公
民
館
行
事
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
仲
間
づ
く
り
を
大

切
に
し
て
、
楽
し
い
公
民
館
活
動

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

瑞
穂
地
区
福
島
区
で
は
毎
年

５
月
８
日
に
『
山
開
き
』
と
し
て

万
仏
山
頂
上
ま
で
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
５
月
８
日
㈰ 

に
、
瑞
穂
公
民
館
と
の
共
催
で
、

野
外
学
習
会
「
万
仏
山
山
開
き
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

古
よ
り
多
く
の
人
た
ち
か
ら

崇
め
ら
れ
て
き
た
万
仏
山
を
歩
く

　

当
日
は
晴
天
の
も
と
、
講
師
の

大
月
清
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
福

島
区
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
50
名

以
上
の
参
加
者
と
参
道
の
整
備
を

し
な
が
ら
万
仏
山
へ
登
り
ま
し
た
。 

　

万
仏
山
は
中
腹
の
お
堂
ま
で
に

33
体
の
石
仏
が
あ
り
ま
す
。
熊
よ

け
の
鈴
の
音
が
響
く
中
、
石
仏
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
登
っ
て
い
き
ま

す
。
今
年
は
雪
消
え
が
早
か
っ
た

せ
い
か
、
去
年
見
頃
だ
っ
た
花
が
終

わ
っ
て
い
た
り
、
流
れ
る
川
の
水
量

が
少
な
か
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
急
勾
配
を
ロ
ー
プ
に
つ
か
ま

り
な
が
ら
目
的
地
の
中
腹
の
お
堂

ま
で
上
が
り
ま
し
た
。
お
堂
か
ら
は

斑
尾
山
、
袴
岳
、
姫
山
、
飯
綱
山

が
見
え
、
遠
く
に
雪
を
か
ぶ
っ
た
妙

高
山
、
頭
が
三
角
形
の
高
妻
山
が

ち
ょ
こ
ん
と
顔
を
出
し
て
い
て
、
素

晴
ら
し
い
景
観
で
し
た
。
豊
か
な

自
然
の
中
で
大
成
功
の
学
習
会
と

な
り
ま
し
た
。 （
飯
山
市
公
民
館
） 

　
５
月
３
日
㈫
、
太
田
地
区
、
建

御
名
方
富
命
彦
神
別
神
社
の
御
柱

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
数
え
で
７

年
に
１
度
の
御
柱
祭
、
信
州
最
北

端
の
御
柱
祭
に
多
く
の
来
場
者
が

集
い
ま
し
た
。
２
本
の
御
柱
を
境
内

ま
で
曳
上
げ
た
り
、
古
式
ゆ
か
し
い

神
楽
の
舞
い
の
奉
納
を
見
た
り
と
、

祭
り
を
充
分
楽
し
み
ま
し
た
。
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　宗教法人小菅神社所有の「木造馬頭観音菩薩坐像」が平成２８年３月１７日に県有形
文化財「県宝」に指定されたことを記念して、ふるさと館において一般公開します。
　なお、本像は秘仏として小菅区が大切に管理し、一般公開はしていないものです。こ
の機会に飯山市が誇れる貴重な文化遺産をご覧ください。
〇期　間　6月 24日㈮～7月 24日㈰

夏の企画展のお知らせ

県内最古の馬頭観音像

　　　　

【日　　時  】　7月 24日 ㈰ 集合 8時 30分（雨天中止）
                  14 時頃終了予定
【集合場所  】　飯山市公民館（バスで送迎します。）
【募集定員  】　30名（飯山市公民館での受付です。柳原地区の方は柳原
                  公民館☎ 62-5562 までお願いします。）　　　
【申込締切 】　7月 11日 ㈪ ※定員になり次第、締め切ります。
【行　　程】　富倉峠をめざし約１時間半程古道を歩きます。
【持 ち 物】      とん汁用お椀、箸、昼食、飲物、タオル、雨具（カッパ）、
　　　　　    熊よけ鈴 ( あれば )、登山に適した服装・靴でご参加ください。
【参 加 料】   無　料
【そ の 他】   ※小学生以下の場合は出来るだけ保護者同伴でお願いします。
【申 込 先】   飯山市公民館☎62-3342

柳原の文化財「富倉峠道」の保存と歴史文化を次世代に・・・

富倉峠ウォーキング 参加者募集
むか～し、むかし飯山と越後をむすんだ塩の道、そして謙信公も行軍路と
して通ったと言われる『富倉峠道』
大人も子どもも、いっしょに学習しながら登山！峠にまつわるむかし話を
聞きながら、おいしい「とん汁」をいただきましょう。お友だち、ご近所
おさそいのうえ、ご参加ください。

飯山市公民館＆柳原公民館共催事業

　市民ギャラリー（公民館１階廊下・
図書館入口ガラスケース等）に作品
を展示しませんか？
　個人・団体は問いません。あなた
の力作をお待ちしています。希望さ
れる方は美術館受付にお申し出くだ
さい。
　
【お知らせ】
7月3日㈰は「奥信濃特産まつり」
の開催にともない入館無料です。
飯山市美術館　☎ 62-1501

飯山市美術館で受付中　
市民ギャラリーで展示
　　　　  しませんか

　飯山市には昔から伝わる食文化がたくさんあります。季節の食材を使って一緒に料理を作りながら、ふるさと飯山
の食文化を学習し、次の世代へ受け継いでいきませんか？
　今年度は、より多くの方にご参加いただけるよう、各回同じ内容で２回ずつ講座を設けました。男性も女性も、親子
の参加も大歓迎です！今回は小中高校生の夏休み期間中にあたりますので、この機会にぜひ親子で学んでみてはいか
がですか？
【メニュー】
「おやき」「やたら」＊お盆には祖先の霊がやきもち（おやき）であの世との境の石の戸を割って帰ってくると言われる。
（いいやま食の風土記より）
〇１回目　７月26日㈫　〇２回目　８月２日㈫
・時　間　19時～21時 30分
・受講料　２００円
・材料費　４００円
・定　員　各回20名
・募集期間　６月27日㈪～７月10日㈰ ※どちらか１回の受講でお願いします。申込時に希望の日時をお申し出ください。
問い合わせ・申込先　飯山市公民館☎62-3342

いいやまふるさと母の味　受講生募集

ふるさと館　特別公開
県宝「木造馬頭観音菩薩坐像」を一般公開

平成28年度　寺子屋いいやま受講生募集
　寺子屋いいやま第 2弾として、『文化・歴史学部』と『伝統産業学部』を開催いたします。今回の『伝統産業学部』は過去のアンケー
トに基づき、全て現地学習となっております。この機会に、一緒にふるさと飯山について学びましょう！受講を希望される方は、
７月８日までに下記までお申込みください。
○受講料 : 500 円（3回分）　○定　員 : 30 名　○申込み締切り : ７月８日（ただし定員に達し次第締め切りとします） 
※『飯山の銘酒～地酒造り見学～』講座では試飲ができます。（注）飲酒運転は法律により禁止されており、違反すると厳しく罰せられます。 
●文化歴史学部
月　　日 時　　間 集合場所 講座名 内　　容 講　　師

　　　　　　
7月28 日  ㈭ 19：00～20：30  飯山市公民館206教室

 「真田丸」の時代を
生きた飯山ゆかりの
名将－佐久間兄弟

 真田丸の時代に飯山
 で活躍した佐久間兄
 弟について

 小山 丈夫 氏
 （いいづな歴史ふれあ
  い館学芸員）

  　　　　　  
8月12日 ㈮

 
9：00～ 12：00  ふるさと館前

 奥信濃の文化を学ぶ
～栄村資料館見学～
（仮）

 ８月オープンの栄村
 資料館へバスで見学
 に行きます

 白水 智 氏
 （中央学院大学法学部
  教授）

 　　　　　
9月28日 ㈬ 19：00～20：30  飯山市公民館206教室

江戸時代の飯山地域
　

 江戸時代の飯山地域
 の出来事

 大滝 敦士 氏
 （中野市立博物館学芸員）

●伝統産業学部
月　　日 時　　間 集合場所 講座名 内　　容 講　　師

 
7月20日  ㈬ 10：00～11：30

 田中屋酒造店
 ※お店の駐車場への駐車
    はご遠慮ください。

 飯山の銘酒～地酒造
 り見学会～

 田中屋酒造店の酒
 蔵を見学、試飲が
 可能です

 田中 隆太 氏
 （田中屋酒造店代表取
 締役）

8月16日 ㈫ 10：00～ 11：30  公民館前
 現代に伝わる匠の
 技～仏壇工場見学～

 伝統産業会館で仏壇
 見学後、仏壇工場へ

 鷲森 秀樹 氏
 （鷲森仏壇専務）

10月22日 ㈯ 10：00～11：30  飯山手すき和紙体験工房
 400年を体験～伝統
 の飯山和紙～

 和紙すき体験後、和
 紙の歴史などの講演

 平田 真澄 氏（飯山手
 すき和紙体験工房）

飯山市ふるさと館
  ♦開館時間　9時 ～ 18時（入館は17時 30分まで）

                        ♦休  館  日　月曜日（月曜が祝日の場合は火曜日）
                        ♦入  館  料　一般200円（市内小中学生は無料）
                        ♦お問合せ・申込先　☎67－ 2030

　今から60年前の昭和31年。太田村と岡山村が飯山市へ合併、千曲川に架かる赤い中央
橋が完成したこの年、公衆電話の設置とともに市内各地で有線放送も始まりました。
　聞きなれた声を受話器を通して初めて耳にしたときの驚き、まだテレビが珍しかった時代
のくらしのようすを、当時の電話機や映写機、たくさんの写真から改めて振り返ります。
〇期　間　7月15日（金）～10月10日（月・祝）

「よみがえる音と映像 ― 有線放送開局60年 ― 」

　

　テラリウムとは、瓶などの透明な容器に植物を寄せ植えし、インテリアとして鑑賞するものです。手軽にミニガーデン
が作れ、管理も簡単です。
◆日　程：7月22日㈮
◆時　間：19：00～20：00
◆場　所：いいやま女性センター未来　創作室　
◆講　師：畦上　みすず　氏
◆対象者：飯山市在住または在勤の方
◆定　員：15名　◆受講料：200円　◆教材費： 800円　◆持ち物：ピンセット
◆募集期間：6月27日㈪～7月7日㈭（平日9：00～17：00、土曜日9：00～12：00）
◆申込み先：いいやま女性センター未来（☎ 62-0543）

いいやま女性センター未来　くらしのセミナー
「テラリウムを作ろう」　受講生募集
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　千曲川「いかだ下り」も今年で20回目を迎えました。20回記念としてラフティングボート（船頭付）も用意しま
したので、体力のない方でもお気軽にご参加ください。
【日　　程】7月24日㈰7時30分受付開始※小雨決行
【集合場所】飯山カヌーポート
【参  加  費】大人1,500円、高校生以下500円※ラフティングボートも同額
【参加資格】安全性を考慮した手づくりいかだ（カヌーも可）で参加できる小学生以上の人。
【装  備  品】
・救助用ロープ20ｍ、新品で丈夫なもの。
・いかだを操舵できる道具（オール、スコップなど最低2本。竹竿のみは不可）
【持  ち  物】タオル、着替えなど、各自必要と思われるもの。
履物はズック靴などで濡れてもいいもの（長靴は不可）
ばんそうこう、消毒液など船上でケガの応急処置ができるもの。
【申込締切】6月30日（木）17時まで
【申  込  先】秋津公民館　☎ 62-2330
※当日の飛び入り参加、申込書に記載のない人は参加を認めません。

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
普
段
足
を
踏

み
入
れ
な
い
山
の
中
を
体
験
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
ノ
ル
デ
ィ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
募
集

　

健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活

を
す
ご
せ
る
よ
う
に
、
ノ
ル
デ
ィ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
い
い
汗
か
き

ま
せ
ん
か
。
昨
年
同
様
に
ラ
ン
ニ

ン
グ
教
室
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

・
日　

程

〇
６
月
22
日
㈬
、
６
月
29
日
㈬

19
時
〜
20
時
30
分

〇
７
月
６
日
㈬
19
時
〜
20
時

・
場　

所　

岡
山
公
民
館
集
合

・
講　

師　

飯
山
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員　

田
中 

淳
さ
ん
、
渡
辺 

一
聖
さ
ん

・
定　
員　

15
名

・
締
め
切
り
、
６
月
20
日
㈪

・
申
込
先　

岡
山
公
民
館

☎
69
２
０
１
０

　
１
回
目
、
２
回
目
は
、
ポ
ー
ル

で
の
ス
ト
レ
ッ
チ
と
正
し
い
歩
き

方
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
を
、
３
回

目
は
、
ロ
ー
ド
に
で
て
歩
き
ま
す
。

合
わ
せ
て
少
し
長
め
に
ラ
ン
ニ
ン

グ
も
し
ま
す
。
詳
細
は
各
戸
へ
配

布
し
ま
し
た
チ
ラ
シ
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
３
回
の
う

ち
１
回
で
も
良
い
の
で
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

・
持
ち
物　

釣
り
道
具
一
式
（
餌

含
む
）、
魚
を
生
か
し
て
お
く
た

め
の
バ
ケ
ツ
ま
た
は
網

・
申
込
先　

常
盤
公
民
館

☎
62
３
２
０
０

◇
第
36
回
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
発

表
会

　

大
正
琴
、
合
唱
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

三
味
線
、
演
劇
な
ど
、
常
盤
地
区

を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク

ル
の
皆
さ
ん
の
成
果
が
披
露
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

・
日　

程　
７
月
３
日
㈰
14
時

・
場　

所　

常
盤
公
民
館

・
問
合
先　

常
盤
公
民
館

☎
62
３
２
０
０

◇
山
の
学
習

　
５
月
29
日
㈰
に
タ
ケ
ノ
コ
狩
り

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
成
長
が

早
く
、
期
待
ほ
ど
の
収
穫
は
で
き

◇
今
後
の
予
定

・
日　

時　
７
月
３
日
㈰

・
場　

所　
上
田
方
面
（
予
定
）

・
問
合
先　

富
倉
公
民
館

☎
67
２
１
３
６

◇
外
様
公
民
館
長
杯
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会

　

５
月
29
日
㈰
、
毎
年
恒
例
の

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
長
峰
ス

ポ
ー
ツ
公
園
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
し
た

35
人
の
皆
さ
ん
は
存
分
に
腕
を
競

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〇
男
性
の
部

優　

勝　

服
部　
一（
法
寺
）

準
優
勝　
山
岸
盛
男
（
法
寺
）

第
３
位　

荻
原
源
造
（
中
曽
根
）

〇
女
性
の
部

優　

勝　

栗
岩
輝
子
（
顔
戸
）

準
優
勝　

峯
村
フ
ミ
子
（
法
寺
）

第
３
位　
野
上
京
枝
（
顔
戸
）

◇
針
湖
池
四
代
目
釣
り
吉
王
決
定
戦

　

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
日　

程　
７
月
16
日
㈯
８
時
〜

11
時
30
分　

雨
天
中
止

・
場　

所　

針
湖
池

・
定　
員　

約
50
名

・
締
め
切
り　
７
月
８
日
㈮
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

☎
62
５
５
６
２

※
詳
細
は
26
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
富
倉
山
菜
ま
つ
り 　

　

恒
例
の
春
の
イ
ベ
ン
ト
「
山
菜

ま
つ
り
」
が
５
月
８
日
㈰
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
役
員
が
山
深
く
か

ら
と
っ
て
き
た
ウ
ド
や
コ
ゴ
ミ
な

ど
の
山
菜
の
販
売
、
飲
食
店
舗
で

は
、
富
倉
そ
ば
の
本
場
で
味
わ
う

手
打
ち
そ
ば
は
も
ち
ろ
ん
、
旬
の

山
菜
天
ぷ
ら
を
販
売
、
公
民
館
で

は
地
元
食
文
化
や
地
域
伝
統
行
事

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

春
の
山
菜
・
秋
の
新
そ
ば
祭
り

と
し
て
約
30
年
続
い
た
こ
の
イ
ベ

ン
ト
も
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
今

回
を
も
っ
て
休
止
と
な
る
予
定
で

す
（
秋
の
新
そ
ば
は
実
施
し
な
い

見
込
み
）。

　
こ
れ
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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県外・市外・秋津
以外の皆さんの参
加も大歓迎！第20回「千曲川・川遊び」

・
日　

程　
７
月
24
日
㈰
13
時
〜

・
場　

所　

長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

・
申
込
方
法　

字
町
公
民
館
か
ら

チ
ラ
シ
を
隣
組
回
覧
し
ま
す

・
申
込
締
切　
７
月
11
日
㈪
ま
で

・
申 

込 

先　

飯
山
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

◇
秋
津
地
区
運
動
会

　

毎
年
恒
例
の
運
動
会
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
日　

程　
７
月
３
日
㈰

・
場　

所　

秋
津
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

・
問
合
先　

秋
津
公
民
館

☎
62
２
３
３
０

◇
第
20
回
千
曲
川
・
川
遊
び

・
日　

程　
７
月
24
日
㈰
７
時
30
分

・
問
合
先　

秋
津
公
民
館

☎
62
２
３
３
０

※
詳
細
は
31
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
創
作
体
験
学
習
会 

　

５
月
８
日
㈰
木
島
公
民
館
に

お
い
て
、
中
野
市
の
日
本
土
人

形
資
料
館
職
員
に
よ
る
、
土
人

形
絵
付
け
体
験
を
行
い
、
参
加

者
の
個
性
あ
ふ
れ
る
人
形
が
で

き
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
北
信
地
方
事
務
所
林

務
課
職
員
に
よ
る
、
木
の
枝
や

実
を
使
っ
た
表
札
作
り
に
も
挑

☎
62
０
５
５
５

◇
柱
松
柴
燈
神
事
開
催

　

今
年
は
３
年
に
１
度
の
「
柱
松

柴
燈
神
事
（
小
菅
の
松
子
）」
が

７
月
17
日
㈰
小
菅
神
社
に
て
行

わ
れ
ま
す
。
国
の
重
要
無
形
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
貴
重

な
神
事
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
瑞
穂
公
民
館
で
は
市

公
民
館
と
共
催
で
「
見
て
学
ぶ

小
菅
の
松
子
」
と
題
し
た
学
習

会
を
実
施
し
ま
す
。
定
員
制
で
、

申
込
締
切
は
６
月
24
日
㈮
で
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
市
公
民
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
日　

程　
７
月
10
日
㈰
、
17
日
㈰

・
問
合
先

飯
山
市
公
民
館
☎
62
３
３
４
２

瑞
穂
公
民
館
☎
65
２
５
０
１

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会

・
日　

程　
７
月
３
日
㈰

・
場　

所　

飯
山
市
屋
内
運
動

場
、
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場

・
問
合
先　

柳
原
公
民
館

☎
62
５
５
６
２

◇
富
倉
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
日　

程　
７
月
24
日
㈰
８
時
30
分

・
問
合
先　

柳
原
公
民
館

戦
し
、
か
わ
い
い
表
札
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
森
林
の
役
割
の

大
切
さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
昼
は
そ
ろ
っ
て
お
い
し
い

焼
き
そ
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
電
動
車
イ
ス
安
全
運
転
講
習
会

　

５
月
15
日
㈰
に
５
名
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
飯
山
警
察
署
大
塚
交
通

課
長
を
迎
え
、
運
転
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

　

実
技
、
講
和
が
終
了
す
る
と
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
終
了
書

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
７
回
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

地
区
住
民
の
健
康
増
進
と
親

睦
を
図
る
た
め
、
今
年
も
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

・
日　

程　
７
月
３
日
㈰ 

・
場　

所　

木
島
河
川
公
園
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場

・
問
合
先　

木
島
公
民
館

◇
飯
山
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
５
月
15
日
㈰
早
朝
か
ら
市
内

３
会
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
13
字

町
、
14
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

愛
宕
町

準
優
勝　

北　
町

第
３
位　

斑　

尾

第
３
位　
上
倉
Ａ

◇
飯
山
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

地
域
の
連
帯
と
親
睦
を
深
め
、

体
力
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
開

催
し
ま
す
。

柳

原

飯

山

太

田

木

島

外

様

常

盤

富

倉

瑞

穂

素敵な作品ができあがりました

岡

山

区長会長、最後の開会宣言

秋

津

甲子園に負けないくらい白熱しました！

秋津ふるさとづくり委員会　主催

山に入ってリフレッシュしました
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　豪雪を逆手にとった町づくりに取組
む上越市安塚。“雪のエンジニア ”とし
て働く著者は、雪を新エネルギーとし
て普及させる活動をしている。
　雪利用の技術が進むことが、雪国に
暮らす人たちの郷土への自信や誇りも
育む、という著者の思いは、同じ環境
である雪国・飯山にも通じるものがあ
るのではないだろうか。

空
か
ら
宝
も
の
が
ふ
っ
て
き
た
！

雪
の
力
で
未
来
を
ひ
ら
く  

伊
藤
親
臣 

著　

旬
報
社 

刊

◇ 図書館カレンダー ◇
7/1 金 移動図書館車④太田 ･富倉
2 土 10:30 ～絵本とわらべうたの会
3 日 10:30 ～おはなしひろば
4 月 休館日
5 火
6 水 移動図書館車①北原 ･常盤
7 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
8 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
9 土
10 日 10:30 ～ブックスタート
11 月 休館日
12 火
13 水 移動図書館車③温井 ･秋津
14 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
15 金 移動図書館車④太田 ･富倉
16 土
17 日 10:30 ～おはなしひろば
18 月 休館日
19 火 休館日（祝日振替）
20 水 移動図書館車①北原 ･常盤
21 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
22 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
23 土
24 日 10:30 ～おはなしひろば
25 月 休館日
26 火
27 水 移動図書館車③温井 ･秋津
28 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
29 金 移動図書館車④太田 ･富倉
30 土
31 日 10:30 ～おはなしひろば

　

市
立
飯
山
図
書
館
で
は
、
図
書
館
ま
つ
り
「
本
の
リ
サ
イ

ク
ル
市
」
で
販
売
す
る
不
要
本
、
お
よ
び
図
書
館
ま
つ
り
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い

て
は
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開館時間と休館日
【開館時間】火～金 9:30 ～ 18:00

土・日 9:30 ～ 17:00
【定 休 日】月曜・祝祭日・年末年始

移動図書館車ゆきつばき号巡回日程表（平成 28 年 6 月～ 9 月）
１コース 水曜日
( 北原・常盤方面）

２コース 金曜日
（今井・西大滝方面）

３コース 水曜日
（温井・秋津方面）

４コース 金曜日
( 太田・富倉方面）

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
巡
回
時
間

北原公会堂
9:50 ～ 10:10

今井生活改善センター
10:00 ～ 10:20

温井多目的センター
10:00 ～ 10:20

ＪＡ太田支所前
10:00 ～ 10:20

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
柏尾公民館

10:15 ～ 10:35
千曲荘前

10:25 ～ 10:50
蕨野ふるさと館前
10:30 ～ 10:50

柳沢公会堂
10:25 ～ 10:45

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
戸隠公民館

10:45 ～ 11:05
旧戸狩セブンイレブン前
10:55 ～ 11:15

戸狩温泉スキー場瀬木駐車場
10:55 ～ 11:15

小泉集落センター
10:55 ～ 11:15

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
下水沢公会堂
11:10 ～ 11:30

大塚生活改善センター
11:20 ～ 11:40

顔戸公会堂
11:25 ～ 11:45

外様活性化センター
11:25 ～ 11:45

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
小沼倉科商店前
11:35 ～ 11:55

西大滝旧鈴木病院
14:20 ～ 14:40

ふっくら工房ふるさと前
13:50 ～ 14:10

富倉活性化センター
14:00 ～ 14:20

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
関沢農業生活改善センター

14:25 ～ 14:45
藤沢多目的集会所
14:45 ～ 15:05

坂井多目的集会所
14:15 ～ 14:35

◎大川ふれあい交流センター
14:30 ～ 14:50

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
神戸公民館

14:55 ～ 15:15
馬場集会所

15:10 ～ 15:30
上組公民館

14:50 ～ 15:10
小佐原公会堂
15:05 ～ 15:25

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
福島公民館

15:20 ～ 15:40
和水多目的センター
15:35 ～ 15:55

深沢公会堂
15:20 ～ 15:35

○笹川公民館
15:30 ～ 15:50

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
戸那子構造改善センター
15:50 ～ 16:10

岡山活性化センター
16:00 ～ 16:20

茂右エ門新田区民センター
15:40 ～ 15:55

○南条生活改善センター
15:55 ～ 16:15

⬇ ⬇ ⬇
常盤小学校付近
16:20 ～ 16:40

秋津中央公会堂
16:05 ～ 16:25

◎水上団地集会所
16:20 ～ 16:40

⬇
中町神社道路付近
16:30 ～ 16:50

　　　◎印は新規設置
　　　○印は時間変更

巡
回
日

7 月  6 日、20日
8月  3 日、17日
9月 14日、28日

7月  8 日、22日
8月  5 日
9月  2 日、16日、30日

7月 13日、27日
8月 10日
9月  7 日、21日

7月  1 日、15日、29日
8月 12日
9月  9 日、23日

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本10月以降の巡回日程等は9月号に掲載予定です。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
ま
つ
り
８
月
７
日
㊐
開
催
予
定

不
要
本
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

不
要
本
提
供
の
お
願
い

　

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
要
本

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
本
の
リ
サ
イ

ク
ル
市
で
販
売
す
る
た
め
、
ご
提

供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
１
冊

10
円
で
販
売
予
定
）

　

寄
贈
本
の
持
ち
込
み
は
、
図
書

館
ま
つ
り
前
日
ま
で
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、

辞
典
類
や
週
刊
誌
、
公
序
良
俗
に

反
す
る
本
、
著
し
く
破
損
し
た
本

な
ど
の
持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後

残
っ
た
本
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
図
書
館
に
お
任
せ
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

　

図
書
館
ま
つ
り
当
日
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
前

日
の
準
備
か
ら
お
手
伝
い
い
た
だ

け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
図
書
館
で
こ
ん
な
こ
と

が
で
き
た
ら
楽
し
い
な
」
な
ど
の

ア
イ
デ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。（
☎
62
１
１
１
８
）

毎年大盛況の「本のリサイクル市」

趣　
味
・
実　
用

絵
本
に
魅
せ
ら
れ
て

佐
藤 

英
和

幸
せ
に
な
る
勇
気

岸
見 

一
郎

18
歳
か
ら
の
民
主
主
義

岩
波
新
書
編
集
部

日
野
原
重
明
先
生
の
生
き
方
教
室

日
野
原 

重
明

鉱
物
キ
ャ
ン
ド
ル
の
つ
く
り
か
た

福
間 
乃
梨
子

ス
ペ
イ
ン
修
道
院
の
食
卓

ス
サ
エ
タ
社

は
は
が
う
ま
れ
る

宮
地 

尚
子

野
菜
の
植
え
つ
け
と
種
ま
き
の
裏
ワ
ザ

木
嶋 

利
男

お
い
し
く
で
き
る
！
ト
マ
ト

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

う
ま
く
い
か
な
い
と
き
の
心
理
術

古
田 

敦
也

子
ど
も
と
楽
し
む
外
遊
び

長
谷
部 

雅
一

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
始
め
よ
う
!

徳
間
書
店

イ
ナ
カ
川
柳

TV Bros.

編
集
部

よ　
み　
も　
の

残
り
者

朝
井 

ま
か
て

決
戦
!
川
中
島

冲

方 

丁

イ
ノ
セ
ン
ト

島
本 

理
生

求
愛

瀬
戸
内 

寂
聴

虹
の
ふ
も
と

堂
場 

瞬
一

亡
者
た
ち
の
切
り
札

藤
田 

宜
永

硝
子
の
太
陽Rouge

誉
田 

哲
也

ポ
イ
ズ
ン
ド
ー
タ
ー
・
ホ
ー
リ
ー
マ
ザ
ー

湊 

か
な
え

涼
や
か
に
静
か
に
殺
せ

森
村 

誠
一

奥
様
は
ク
レ
イ
ジ
ー
フ
ル
ー
ツ

柚
木 

麻
子

大　
　
活　
　
字

浮
世
に
言
い
忘
れ
た
こ
と
１・２

三
遊
亭  

圓
生

居
酒
屋
兆
治
１・２

山

口  

瞳

郷　
　
　
　
　
土

高
橋
ま
ゆ
み
人
形
ふ
れ
あ
い
暦

高
橋 

ま
ゆ
み

らいぶらりブックレビュー
　

14
日
間
に
わ
た
る
蔵
書
点
検

の
休
館
中
、
利
用
者
の
皆
様
に
は

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
職
員
総
動
員
で
の
作
業
を
無

事
終
え
、
６
月
９
日
か
ら
通
常
開

館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

蔵
書
点
検
で
は
、
約
12
万
点

の
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
貼
ら
れ
て
い
る

バ
ー
コ
ー
ド
を
全
て
読
み
取
る
こ

と
で
、
書
棚
の
整
理
や
行
方
不
明

に
な
っ
て
い
る
本
の
捜
索
作
業
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
本
の
捜
索
作

業
で
は
、
大
き
な
本
の
後
ろ
に
隠

れ
て
い
な
い
か
、
違
う
棚
に
紛
れ

て
い
な
い
か
な
ど
、
何
人
も
の
目

で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
館
内
く
ま
な
く

探
し
て
作
業
を
終
了
し
ま
す
。

　

大
変
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
毎

年
多
く
の
本
が
見
つ
か
ら
な
い
ま

ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。
図
書
館
の

本
は
税
金
で
購
入
し
て
い
る
大
切

な
公
共
物
で
す
の
で
、
受
付
を
通

さ
ず
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
し
ま
っ

た
方
は
、
そ
っ
と
図
書
館
ポ
ス
ト

ま
で
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

蔵
書
点
検
が
無
事
終
了
し
ま
し
た

　お気に入りの本を持ち寄り、５分間でそ
の魅力を紹介するビブリオバトル。ただい
ま図書館まつりでの発表者を募集していま
す。興味のある方は市立飯山図書館までご
連絡ください（すでに参加者が集まってき
ています）。　「人前で発表するのはちょっ
と…」という方も、観戦や投票者として参
加してみませんか。

あなたの１票がチャンプ本を決める！

ビブリオバトル出場者募集

　蔵書点検にあわ
せて、ビデオ棚の整
理も行いました。
　一部のビデオは
書庫にしまってあり
ますので、観たい作
品がありましたら貸
出カウンターまで声
をかけてください。

年に１回実施される蔵書点検作業の様子

図書館
ニュース


